
板室ダム湖カヌー体験ツアー参加者募集！
　黒磯観光協会主催のカヌー体験ツアーは 11月 11 日まで行われ
ます。時間は午前 10 時・午後 1時からの 1日 2回で 2時間。料
金は大人 4,200 円、子ども 3,150 円 ( 小学生 )、幼児 2,100 円 (3
歳以上 )。カヌー体験ツアーは完全予約制です。問い合わせは業務
委託先の㈲ネイチャープラネット、☎ 090(1506)8162 まで。

初めてのカヌー、板室で。
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市
内
に
生
息
ま
た
は
生
育
す
る

野
生
動
植
物
の
種
の
う
ち
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で

す
。
７
分
類
群
２
７
７
種
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

⑴
種
の
存
続
に
支
障
を
き
た
す
程

度
に
そ
の
種
の
個
体
の
数
が
著
し

く
少
な
い
も
の

⑵
種
の
個
体
の
数
が
著
し
く
減
少

し
つ
つ
あ
る
も
の

⑶
種
の
個
体
の
主
要
な
生
息
地
ま

た
は
生
育
地
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る

も
の

⑷
種
の
個
体
の
生
息
ま
た
は
生
育

の
環
境
が
著
し
く
悪
化
し
つ
つ
あ

る
も
の　

な
ど

　

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護

は
、
市
、
市
民
等
、
事
業
者
の
責

務
で
す
。
公
共
工
事
に
お
け
る
配

○
市
は
・
・
・

⑴
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
の

た
め
の
総
合
的
な
施
策
を
実
施
し

ま
す
。

⑵
環
境
学
習
活
動
お
よ
び
広
報
活

動
を
通
じ
て
、
希
少
野
生
動
植
物

種
の
保
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

⑶
そ
の
事
務
ま
た
は
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
希
少
野
生
動
植

物
種
の
保
護
に
配
慮
し
ま
す
。

○
市
民
は
…

　

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に

努
め
る
と
と
も
に
、
市
が
実
施
す

る
施
策
に
協
力
し
ま
す
。

○
事
業
者
は
…

　

事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
希
少
野
生
動
植
物
種
を
保
護

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
市
が

実
施
す
る
施
策
に
協
力
し
ま
す
。

⑴
市
内
で
保
護
活
動
に
取
り
組
む

民
間
の
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
対
し
て
、
保
護
団
体
制
度
を
設

置
し
ま
す
。

⑵
市
民
な
ど
か
ら
の
希
少
野
生
動

物
種
の
提
案
制
度
を
設
置
し
ま

す
。

⑶
野
生
動
植
物
種
の
生
息
ま
た
は

生
育
の
状
況
調
査
お
よ
び
研
究
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を

条
例
に
基
づ
く
指
定
ま
た
は
解
除

そ
の
他
こ
の
条
例
の
適
正
な
運
用

に
活
用
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

⑷
動
植
物
調
査
研
究
会
を
設
置
し

ま
す
。

⑸
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
の

た
め
必
要
な
監
視
活
動
を
行
う
希

少
野
生
動
植
物
種
保
護
監
視
員
を

設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
希
少
種
の
個
体
の
生
息

地
ま
た
は
生
育
地
に
係
る
保
護
の

た
め
、
土
地
の
関
係
者
と
市
と
の

生
息
地
な
ど
保
全
協
定
設
置
を
推

進
し
ま
す
。

慮
や
他
の
自
然
環
境
保
護
に
関
す

る
法
令
・
条
例
の
適
切
な
運
用
、

国
・
県
の
大
規
模
開
発
事
案
に
対

す
る
事
前
調
整
な
ど
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
特
別
希
少
野
生
動
植
物
種

　

希
少
野
生
動
植
物
種
の
う
ち
特

に
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
を
特
別
希
少
野
生

動
植
物
種
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

　

特
別
希
少
野
生
動
植
物
種
は
、

生
き
て
い
る
個
体
の
捕
獲
な
ど
が

原
則
禁
止
と
な
り
ま
す
。
違
反
し

た
場
合
は
、「
規
制
」（
行
政
処
分
、

刑
事
罰
則
）の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
の
特
別
希
少
野
生
動
植
物
の

指
定
は
、
今
後
更
に
実
態
調
査
を

実
施
し
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
重
ね
、

数
年
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
健
全
な
自
然
環
境

を
次
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
24
年
10
月
か
ら
施
行

し
ま
す
。

　

市
民
、
事
業
者
、
保
護
団
体
、
行
政
な
ど
が
協
働
し
な
が
ら
、

市
の
優
れ
た
自
然
環
境
を
象
徴
す
る
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保

護
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
に

　
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

今
後
の
推
進
体
制

希少野生動植物種の選定結果

※哺乳類の選定は今回は見送り。

シュレーゲルアオガエル ( 撮影：君島章男氏 )         

希
少
野
生
動
植
物
種
と
は

エンコウソウ（撮影：原島徳一氏）エゾイトトンボ（撮影：渡辺剛氏）

問
い
合
わ
せ　
　

環
境
管
理
課
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７
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９
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平
成
23
年
度
広
報
モ
ニ
タ
ー
後
記

～
広
報
モ
ニ
タ
ー
と
な
っ
て
～

　

広
報
な
す
し
お
ば
ら
で
は
毎
年

市
民
の
方
々
と
協
力
し
て
広
報
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
１
年
間
「
ま
ち
か
ど
通

信
」
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん

に
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　  

モ
ニ
タ
ー
と
な
り
、
よ
り
念
入

り
に
目
を
通
す
よ
う
に
な
っ
た
広

報
。
市
民
が
欲
す
る
情
報
が
的
確

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
、
愛
さ
れ

る
広
報
か
、
自
身
の
生
活
圏
の
中

か
ら
の
意
見
を
、報
告
し
ま
し
た
。

斎
藤　

和
子

　

広
報
の
ポ
リ
シ
ー
や
コ
ン
テ
ン

ツ
な
ど
を
理
解
し
な
い
ま
ま
、
モ

ニ
タ
ー
の
委
嘱
を
受
け
た
の
で
、

何
に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
模
索

し
て
い
る
う
ち
に
一
年
間
が
過
ぎ

消
化
不
良
の
心
境
で
す
。

松
尾　

照
一

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
那
須
塩

原
市
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

是
非
、
こ
の
姿
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
き
、
更
な
る
市
民
と

の
対
話
型
の
広
報
を
期
待
し
て
い

ま
す
！

日
根
野　

尚
子

　

市
の
様
々
な
取
り
組
み
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え

て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
経
験
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

櫻
岡　

典
子

問
い
合
わ
せ

本
秘
書
課

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
０
９

　
「
広
報
は
自
然
に
優
し
く
、
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
先

導
役
た
れ
」
の
視
点
で
モ
ニ
タ
ー

を
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
行

政
が
先
頭
に
立
っ
た
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
一
層
実
感
出
来
る
広

報
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

赤
川　

貞
城

　

友
人
も
で
き
、
楽
し
く
勉
強
す

る
良
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

見
や
す
く
な
っ
て
き
た
広
報
、

一
層
市
民
の
広
報
に
な
り
ま
す
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。松

木　

隆
雄

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
長

年
広
報
を
読
ん
で
き
た
私
は
、
広

報
モ
ニ
タ
ー
を
や
っ
て
み
な
い
か

と
の
話
を
す
ん
な
り
受
け
た
。
そ

し
て
、
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
我

が
ま
ち
の
広
報
は
読
み
や
す
い
。

他
市
町
と
比
べ
て
み
る
と
よ
く
わ

か
る
。編
集
者
の
努
力
に
乾
杯
だ
。

佐
藤　

峰
子

消
費
生
活
相
談
員
っ
て

ど
ん
な
仕
事
？

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

　
☎
０
２
８
７
（
63
）
７
９
０
０

　
開
設
時
間 

平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

モニター委嘱式の様子

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

１
階
に
あ
る
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
、
消
費
生
活
に
か
か
わ

る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。　
　

　

消
費
生
活
相
談
員
は
、
相
談
者

か
ら
契
約
し
た
い
き
さ
つ
を
聞
き

取
り
、
契
約
書
等
を
精
査
し
て
裏

付
け
作
業
を
行
い
、
取
引
の
流
れ

を
把
握
し
た
上
で
問
題
点
を
洗
い

出
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で「
助
言
」

を
し
た
り
、
事
業
者
に
苦
情
の
内

容
を
伝
え
て
事
実
を
確
認
し
対
応

を
促
す「
斡あ

っ
せ
ん旋

」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
員
に
は
次
の
３

種
の
資
格
制
度
が
あ
り
ま
す
。

消
費
生
活
専
門
相
談
員

　

国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
行

う
消
費
生
活
相
談
業
務
に
携
わ
る

相
談
員
の
資
格
を
認
定
す
る
制
度

で
す
。
第
23
回
消
費
者
保
護
会
議

に
お
い
て
導
入
が
決
定
、
経
済
企

画
庁
長
官
の
事
業
認
定
を
得
て
、

平
成
３
年
度
か
ら
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

消
費
者
と
企
業
や
行
政
の
懸
け

橋
と
し
て
、
消
費
者
の
意
向
を
企

業
経
営
や
行
政
な
ど
へ
の
提
言
に

反
映
さ
せ
ま
す
。
同
時
に
消
費
者

か
ら
の
苦
情
相
談
な
ど
に
対
し
て

迅
速
か
つ
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
昭
和
55
年
に
創
設
さ

れ
た
制
度
で
す
。
内
閣
総
理
大
臣

と
経
済
産
業
大
臣
の
事
業
認
定
を

受
け
、
㈶
日
本
産
業
協
会
が
認
定

試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

我
が
国
初
の
消
費
者
相
談
窓
口

を
開
い
た
㈶
日
本
消
費
者
協
会

が
、
各
方
面
で
の
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
消
費
者
問
題
の
専
門
家
を
養
成

す
る
目
的
で
昭
和
37
年
か
ら
養
成

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
講
座

終
了
時
に
資
格
付
与
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

各
資
格
取
得
者
が
、
全
国
の
消

費
生
活
相
談
現
場
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
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「
障
害
者
の
た
め
に
使
用
す
る

軽
自
動
車
」「
公
益
の
た
め
に
直

接
専
用
す
る
軽
自
動
車
」「
構
造

が
障
害
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め

の
特
殊
な
軽
自
動
車
（
車
い
す
移

動
車
）」
は
、
軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
減
免
さ
れ
て
い

る
人
で
変
更
が
な
い
場
合
は
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
者
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自

動
車
の
減
免
に
つ
い
て

減
免
の
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
者
で

左
の
表
に
該
当
す
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
者
で
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
（
要
件

は
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

③
療
育
手
帳
の
交
付
者
の
う
ち
障

害
の
程
度
が
Ａ
、
Ａ
１
、
Ａ
２
の

人④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
お

よ
び
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
医
療
に
限
る
）
の
交

付
者
の
う
ち
障
害
の
程
度
が
１
級

の
人

減
免
さ
れ
る
軽
自
動
車

①
障
害
者
本
人
が
所
有
し
運
転
す

る
車

②
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人

ま
た
は
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る

人
が
運
転
す
る
場
合
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
人
が
所
有
す
る
車

・
障
害
者
本
人

・
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人

・
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
人

※
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　

自
動
車
は
、
障
害
者
一
人
に
つ

　

き
一
台
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
ま
た

は
軽
自
動
車
税
口
座
振
替
通
知
書

（
５
月
10
日
㈭
に
発
送
し
ま
す
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
（
自
立
支
援
医
療

受
給
者
証
も
あ
わ
せ
て
）
の
い
ず

れ
か

・
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

・
納
税
義
務
者
の
印
か
ん

申
請
期
限　

５
月
24
日
㈭

※
こ
の
ほ
か
の
減
免
手
続
き
は
問

　

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

 

課
税
課　

☎
（
62
）
７
１
７
９

 

総
務
税
務
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
１

 

総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
１
０

箒
根
出
張
所
☎
（
35
）
２
５
１
１

　

納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
い
る

人
は
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
・
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
忘
れ
ず

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
普
通
自
動
車
の
減
免
に

つ
い
て
は
、
大
田
原
県
税
事
務
所

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
県
税
事
務
所

☎
０
２
８
７
（
23
）
４
１
７
１

　

農
業
用
免
税
軽
油
に
つ
い
て
、

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
が

３
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
農
業

用
免
税
証
の
有
効
期
限
は
、「
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
平

成
24
年
12
月
31
日
ま
で
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
ら
た
め
て

訂
正
な
ど
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
県
税
事
務
所

☎
０
２
８
７
（
23
）
４
１
７
２

軽
自
動
車
税
の
減
免
に

該
当
す
る
人
は
申
請
を

お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す

農
業
用
免
税
軽
油
免
税
証

の
有
効
期
限
が
延
長

障害の種類 障害の級別
視　覚　障　害 １級から 4級までの各級
聴　覚　障　害 ２級または３級
平衡機能障害 ３級

音声機能・言語機能またはそ
しゃく機能障害 ３級（※１）

上　肢　不　自　由 １級または２級

下　肢　不　自　由 １級から６級までの各級（※２）

体　幹　不　自　由 １級、２級、３級または５級（※２）

乳幼児期以前
の非進行性の
脳病変による
運動機能障害

上肢機能障害 １級または２級

移動機能障害 １級から６級までの各級（※２）

心臓機能障害、じん臓機能障
害、呼吸器機能障害、ぼうこ
うまたは直腸機能障害、小腸
機能障害

１級または３級

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害 １級、２級または３級

肝臓機能障害 １級、２級または３級
　※１：障害者本人が運転する場合で、かつ、こう頭摘出による機能
　　　　障害がある場合に限る。
　※２：生計を一にする人または常時介護する人が運転する場合は、
　　　　１級から３級に限る。

広　

告
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　　

平
成
24
年
４
月
６
日
付
け
で
、

委
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
任　

菊
地
和
子
氏

　

退
任　

君
島
一
雄
氏

問
い
合
わ
せ

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
８
３

　「
安
全
・
安
心

　
　
い
ま
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
」

　

私
た
ち
消
費
者
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
ら
が

そ
の
権
利
と
責
任
を
主
体
的
に
果

た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
消
費
者
月
間
に
ち
な

み
５
月
８
日
㈫
か
ら
24
日
㈭
ま
で

本
庁
舎
・
西
那
須
野
庁
舎
・
塩
原

庁
舎
・
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

 

生
活
課
☎
（
62
）
７
１
２
６

　　

塩
原
温
泉
で
は
、
新
緑
の
魅
力

と
期
間
中
に
旬
を
迎
え
る
『
塩
原

高
原
か
ぶ
』
を
味
わ
え
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

５
月
８
日
㈫
～
６
月
30
日
㈯

内
容

・
新
緑
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
ス
タ
ン

　

プ
ラ
リ
ー

・
ウ
ェ
ル
か
ぶ
塩
原

　
　

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
等
の
協

　

賛
店
で
旬
の
塩
原
産
か
ぶ
を
ご

　

賞
味
く
だ
さ
い
。

・
新
緑
＋
体
験
メ
ニ
ュ
ー

　

新
緑
ウ
ォ
ー
ク
＆
大
型
カ
ヤ
ッ

　

ク
で
の
川
下
り
、
新
緑
の
ま
ち

　

め
ぐ
り
ツ
ア
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
塩
原
温
泉
観
光
協
会

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
４
０
０
０

　

地
域
環
境
の
美
化
と
清
潔
で
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
市

民
一
斉
美
化
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
各
地
域
で
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

５
月
27
日
㈰
〔
雨
天
決
行
〕

問
い
合
わ
せ

環
境
対
策
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
３
０
１

 

市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
４

総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
３
９

　

市
内
指
定
文
化
財
の
保
存
伝
承

を
目
的
と
し
て
、
文
化
財
案
内
冊

子
「
那
須
塩
原
市
の
文
化
財
」
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

冊
子
は
市
の
図
書
館
、
公
民
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
場
所
で
販
売
も
し

て
い
ま
す
。

販
売
場
所　

 

生
涯
学
習
課
、

那
須
野
が
原
博
物
館

価
格
（
税
込
み
）
１
０
０
０
円

形
態　

Ａ
４
判
、オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、

並
装
、
１
８
３
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ

 

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
１
９

　

水
力
発
電
所
立
地
地
域
と
し
て

経
済
産
業
省
の
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
を
活
用
し
て
、
次
の
整

備
が
さ
れ
ま
し
た
。

市
道
東
原
一
分
水
線
の
歩
道
延
長

　

児
童
生
徒
の
通
学
路
で
あ
る
道

路
の
た
め
、
歩
車
道
が
分
離
さ
れ

て
安
全
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

宇
都
野
地
区
、
鍋
掛
地
区
に
防
火

水
槽
を
設
置

　

地
域
の
初
期
消
火
体
制
の
充
実

の
た
め
、
２
地
域
に
防
火
水
槽
を

設
置
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
０
６

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
異

動
が
あ
り
ま
し
た

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
で
整
備
し
ま
し
た

春
の
市
民
一
斉
美
化
運
動

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ウ
ェ
ル
カ
ム
新
緑
！

　
　

ウ
ェ
ル
か
ぶ
塩
原
♪

「
那
須
塩
原
市
の
文
化
財
」

が
発
行
さ
れ
ま
し
た

発行された
　「那須塩原市の文化財」

　豊かな暮らしのご提案
　　奥様大満足！

　　
　　ご相談はあなたの街の

有限会社　東日本設備工業
那須塩原市東栄２－３－３０
☎０２８７－６２－３５６５

   システムキッチン・エコキュート
　 お風呂・トイレを新しくしませんか？
  修理ももちろんうけたまわります。

昨年のパネル展示の様子

火　災 救　急
建　物 　3 件 交　通 　43 件
林　野 　1 件 急　病  232 件
その他 　0 件 その他 　78 件

24 年の累計  20 件 24 年の累計 1064 件
火災のテレフォンサービス
　　☎０１８０－９９２００９（黒磯地区）
　　☎（２２）０１１９（西那須野・塩原地区）

○３月の火災と救急

広　

告

広　

告
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期
日　

６
月
15
日
㈮

対
象
者　

市
民

開
放
時
間　

１
施
設
に
つ
き
最
大

２
時
間
ま
で
（
プ
ー
ル
は
除
く
）

た
だ
し
、
当
日
施
設
が
空
い
て
い

る
場
合
に
は
、
延
長
し
て
利
用
可

能

予
約
受
付
開
始
日　

６
月
１
日
㈮

そ
の
他　

事
前
に
予
約
の
上
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
午
後

５
時
以
降
に
青
木
サ
ッ
カ
ー
場
体

育
館
を
利
用
す
る
場
合
は
、
６
月

８
日
㈮
ま
で
に
事
前
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

　

関
東
国
税
局
で
は
、
平
成
24
年

度
の
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
の
内
容
は
、
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
酒
販

売
店
な
ど
で
未
成
年
者
飲
酒
防
止

の
た
め
の
表
示
状
況
を
確
認
し
、

税
務
署
に
連
絡
す
る
こ
と
で
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
０
２
８
（
６
２
１
）
２
２
４
９

　

那
須
野
が
原
の
自
然
調
査
会
で

は
、
乃
木
神
社
周
辺
の
草
花
や
昆

虫
の
観
察
会
を
開
き
ま
す
。

と
き　

５
月
19
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

集
合　

乃
木
神
社
鳥
居
前

対
象
・
参
加
費　

誰
で
も
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
し
込
み　

不
要

問
い
合
わ
せ　

那
須
野
が
原
博
物
館

　
　
　
　
　

☎(

36)

０
９
４
９

　
　
　

と
き　

５
月
19
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

国
際
医
療
福
祉
大
学
Ｆ

棟
大
講
堂

内
容　

講
演
、
摂
食
・
嚥
下
障
害

に
対
す
る
質
疑

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

氏
名
、
住
所
、
医
療

福
祉
専
門
職
の
場
合
は
職
種
、　

所
属
を
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

送
信

Iuhw
.program

@
gm

ail.com

問
い
合
わ
せ　

国
際
医
療
福
祉
大
学

☎
０
２
８
７(

24)

３
０
０
０

酒
類
販
売
管
理
協
力
員

「
県
民
の
日
」
に

　

体
育
施
設
を
無
料
開
放

乃
木
神
社
自
然
観
察
会

施　設　名 開　放　時　間 問い合わせ

くろいそ運動場
補助球場　午前 8時 30分～午後 5時
上記以外の施設
　午前 8時 30分～午後９時

くろいそ運動場
　☎ (60)1113那珂川河畔運動公園 各施設　午前 8時 30分～午後 5時

青木サッカー場 体育館　午前 8時 30分～午後９時 30分
芝グラウンド　午前 8時 30分～午後 5時

にしなすの運動公園

多目的運動広場　午前 8時 30分～午後 5時
体育館　午前 8時 30分～午後９時 30分
プール　午前９時 30分～午後８時 30分
※プールは、午後 12時 30分～ 1時 30分、
　午後４時 30分～５時 30分に休憩があります。

にしなすの運動公園
　☎ (36)4785

三島体育センター

グラウンド・テニスコート
　午前 8時 30分～午後９時
上記以外の施設
　午前 8時 30分～午後９時 30分

三島体育センター
　☎ (36)4787

塩原Ｂ＆Ｇ
　　海洋センター 体育館　午前 8時 30分～午後９時 30分 塩原Ｂ＆Ｇ

　　海洋センター
　☎ (32)5255

塩原運動公園 各施設　午前 8時 30分～午後 5時
野球場　午前 8時 30分～午後９時 30分関谷南公園

※夜間照明使用料は、無料開放の対象外です。

募
集

研
修
会
・
講
座
・
教
室

平
成
24
年
度
第
１
回

　

摂
食
・
嚥え
ん

下か

セ
ミ
ナ
ー

回 と　き 内　　　　　　　　容

１ ６月　5日㈫
開講式、講話「地域活動の現状とリーダーへの期待」、「地域活動
を充実させるために～今地域活動が求められている理由～」、情報
交換・グループ研究①

２ ６月下旬　㈯ 講話「男女共同参画社会の実現に向けて」、ワークショップ

３ ７月　３日㈫ 事例発表・グループ協議「実践事例から学ぶ地域活動の実際」、グ
ループ研究②

４ ７月２５日㈬ 演習「リーダーに求められるコミュニケーションスキル」、
グループ研究③

５ ８月　２日㈭ 演習「みんなが主役の会議をつくる」、グループ研究④、
発表会・講評

６ ８月２９日㈬ 講話「地域で活躍するリーダーに求められるもの」、「女性教育推
進連絡協議会について～女性団体活動の実際～」、閉講式

研修時間　　午前１０時～午後４時
ところ　　　栃木県総合教育センター、とちぎ男女共同参画センター
対　象　　　女性団体、家庭教育学級、その他学習グループ等におけるの指導的
　　　　　　立場の人、または担う予定の人
募集人数　　２人　（交通費支給）　申込期限　　５月１８日㈮
申し込み・問い合わせ　 市民協働推進課　☎（６２）７０１９

　女性教育指導者研修　～地域を活性化させるリーダーを目指して～
　女性の視点での豊かな社会づくり、地域活性化のための団体活動や男女共同参
画社会のあり方について学び、指導者としての資質向上を目指します。
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と
き　

５
月
26
日
、
６
月
３
、
10

日
、
７
月
８
、
15
日
、
８
月
５
、

26
日
、
９
月
２
、
16
日
、
10
月

13
、
27
日
の
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

参
加
資
格　

市
民
お
よ
び
市
内
勤

務
の
初
心
者
（
学
生
を
除
く
）

内
容　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
基
礎
か

ら
ゲ
ー
ム
が
出
来
る
ま
で

参
加
費　

３
０
０
０
円

申
し
込
み　

開
催
日
に
コ
ー
ト
で

随
時
受
付

そ
の
他　

ラ
ケ
ッ
ト
の
無
い
人
は

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

那
須
塩
原
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
（
磯
）　

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
０
７
６
０

と
き　

５
月
26
日
、
６
月
９
日
、

23
日　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
資
格　

市
民
お
よ
び
市
内
勤

務
者
（
幼
児
の
参
加
は
、
保
護　

者
と
一
緒
に
参
加
願
い
ま
す
）

内
容　

空
手
の
基
本
（
礼
節
・
基

本
動
作
・
心
身
の
鍛
錬
）

定
員　

30
人

参
加
費　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険

　

加
入
は
実
費
負
担
）

申
込
期
限　

５
月
25
日
㈮

申
し
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
（
37
）
５
４
３
９

空
手
道
連
盟
（
大
貫
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
６
６
１
９

問
い
合
わ
せ

空
手
道
連
盟
（
大
貫
）　

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
６
６
１
９

に
し
な
す
の
太
極
拳

と
き　

６
月
の
毎
週
火
曜
の
午
後

２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公
園

体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
太
極
拳（
昼
の
部
）

と
き　

６
月
の
毎
週
水
曜
の
午
前

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
多
目
的

ホ
ー
ル

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
太
極
拳（
夜
の
部
）

と
き　

６
月
の
毎
週
木
曜
の
午
後

７
時
30
分
～
９
時

と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
多
目
的

ホ
ー
ル

く
ろ
い
そ
太
極
拳

と
き　

６
月
の
毎
週
水
曜
の
午
後

１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
武
道
館

※
太
極
拳
教
室
共
通
事
項

参
加
資
格　

市
民
ま
た
は
市
内
在

　

勤
・
在
学
者
（
初
心
者
対
象
）

内
容　

練
功
18
法
保
健
操
（
軽
い

準
備
運
動
）・
入
門
太
極
拳
（
初

心
者
の
た
め
の
簡
単
な
動
作
）

募
集
定
員　

15
人

参
加
費　

２
０
０
０
円

そ
の
他　

運
動
の
出
来
る
服
装

で
、
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
（
37
）
５
４
３
９

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

黒
磯
太
極
拳
ク
ラ
ブ
（
竹
内
）

☎
０
８
０
（
１
１
５
８
）
９
４
０
６

と
き　

６
月
９
日
㈯　

午
前
７
時

受
付
、
７
時
30
分
出
発

※
小
雨
決
行
・
雨
天
順
延
。

集
合
場
所　

大
原
間
小
学
校

対
象　

市
民
（
大
原
間
小
、
波
立

小
、
東
那
須
野
中
の
児
童
、
生
徒

も
全
員
参
加
し
ま
す
）

コ
ー
ス　

Ａ（
31
㎞
）、Ｂ（
29
㎞
）、

Ｃ
（
24
㎞
）、
Ｄ
（
14
㎞
）、

Ｅ
（
11
㎞
）
の
５
コ
ー
ス

参
加
費　

２
０
０
円

持
参
す
る
も
の　

昼
食
、
５
０
０

　

ml
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

申
込
期
限　

５
月
31
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

東
那
須
野
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
67
）
１
１
６
３

と
き　

６
月
17
日
㈰
午
前
９
時
～

予
備
日
：
６
月
24
日
㈰

と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

参
加
資
格　

市
民
、市
内
在
勤
者
、

市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
者

種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
Ａ

ク
ラ
ス
、
Ｂ
ク
ラ
ス
）

募
集
定
員　

１
４
０
人

参
加
費　

一
般
３
０
０
０
円
（
高

校
生
以
下
１
５
０
０
円
）

ペ
ア
の
ど
ち
ら
か
が
協
会
登
録
者

の
場
合
２
０
０
０
円
（
高
校
生
以

下
１
０
０
０
円
）

申
し
込
み

①
那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会
各
ク
ラ

ブ
（
６
月
７
日
㈭
ド
ロ
ー
会
議
締

め
切
り
）

②
担
当
ク
ラ
ブ
へ
メ
ー
ル
で　
　

　
（
５
月
31
日
㈭
締
め
切
り
）

③

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
（
５
月
31
日
㈭
締
め
切
り
）

そ
の
他　

ド
ロ
ー
会
議
を
６
月
７

日
㈭
午
後
７
時
か
ら
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
で
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

大
会
運
営
担
当　

黒
磯
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
黒
沢
）

ジ
ョ
イ
フ
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

催
し

無
料
空
手
道
教
室

太
極
拳
教
室

熊
川
の
源
流
を
訪
ね
て

in
東
那
須
野

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☎
０
９
０
（
７
１
７
８
）
６
２
３
１

と
き　

７
月
１
日
㈰

午
前
８
時
30
分
～

と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公
園

体
育
館

参
加
資
格　

市
民
お
よ
び
市
内
勤

務
の
家
庭
婦
人
（
ク
ラ
ブ
登
録　

者
を
除
く
）

内
容　

９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

申
込
期
限　

６
月
５
日
㈫

そ
の
他　

当
日
、
組
合
せ
抽
選

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
会
担
当
（
槻
沢
、
鈴
木
）

☎
０
９
０
（
２
４
３
０
）
７
４
０
１

と
き
・
と
こ
ろ

・
毎
週
水
曜
の
午
後
７
時
～
９
時

い
な
む
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
毎
週
金
曜
の
午
後
７
時
～
９
時

く
ろ
い
そ
運
動
場
武
道
館

参
加
資
格　

幼
児
～
中
学
生

定
員　

20
人

参
加
費　

月
会
費
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

空
手
道
連
盟
事
務
局
（
大
貫
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
６
６
１
９

オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

那
須
塩
原
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集
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編
集
後
記

近代の姿を伝える錦絵

下野日光山内之図

明治十年上野公園地内国勧業博覧会開場之図 

奥羽御巡幸御帰輦停車場之図

▼
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
市
内
で
も
箒
川
渓
谷
遊

歩
道
な
ど
新
緑
を
満
喫
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
塩

原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は

自
然
に
触
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

用
意
し
て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
４
月
20
日
号
か
ら
誌
面
を
一
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
広
報

の
編
集
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
た

め
、
編
集(

レ
イ
ア
ウ
ト)

に
掛

け
ら
れ
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
誌
の
質
を
上

げ
、
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え

る
広
報
誌
を
目
指
し
ま
す
。

▼
先
日
開
こ
ん
記
念
祭
で
、
以
前

取
材
を
し
た
女
の
子
に
再
会
し
ま

し
た
。
近
況
を
教
え
て
も
ら
い
、

ま
た
次
の
機
会
に
会
お
う
と
話
を

し
ま
し
た
。広
報
担
当
し
て
１
年
、

嬉
し
い
再
会
を
経
験
し
ま
し
た
。

今
後
も
取
材
を
通
し
て
多
く
の
人

と
出
会
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
４
月
か
ら
那
須
塩
原
市
役
所
に

広
報
担
当
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
市
の
顔
と
も
い
え
る
大
き
な

役
割
に
や
や
恐
縮
し
て
い
ま
す

が
、
で
き
う
る
限
り
の
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
と

こ
ろ
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鎌 小室遼

　那須野が原博物館では、開館以来錦絵の
収集に力を入れてきました。それは、近代
化の縮図といわれる那須野が原を語る導入
の資料として、また近代日本の姿をリアル
に映し出す資料として貴重なものです。
　当館では、錦絵の中でも近代を象徴する
文明開化のものと地元に関係した錦絵のみ
を収集しています。
　現在、約 150 点を所蔵しコレクション
化しています。今回は、文明開化と栃木県
のそれぞれ特徴的な 3点の作品を紹介し
ます。
　《奥

お う う

羽御
ご

巡
じゅんこう

幸御
ご

帰
きてぐるま

輦停
て い し ゃ ば

車場之
の ず

図》は、明
治天皇の御巡幸の折の新橋駅の光景です。
詳細に彫られ、色彩も鮮やかです。
　《下野日光山

さんない

内之
の

図
ず

》は、東照宮や
大
たいゆういん

猷院、二荒社や華厳の滝などを鳥
ちょうかん

瞰図
( 飛ぶ鳥の目から見たような図 ) 的に描い
ています。
　《明治十年上野公園地内

ないこく

国勧
かんぎょう

業博
はくらんかい

覧会
開
かいじょう

場之
の

図
ず

》は、第 1回の内国勧業博覧会
の光景を描いたもので、手前には風車など
当時の最先端のものが展示され、近代日本
の国力を国民に示すものでした。博覧会は、
以後 2回上野公園で開かれ、京都・大阪
で 5回開催されました。
　こうした錦絵は東京での土産として、ま
た地方の名所を描きその土地の土産として
売り出されましたが、もう一つの側面とし
て「目で見る新聞」の要素がありました。
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